









は可能であり､ ｢起業｣ (start-ups) がさら




















































































































































































出所：鄭賢淑 『日本の自営業層―階層的独自性の形成と変容―』 東京大学出版会 (2002 年)､ 92 頁｡
氏 名 学 歴 職 歴 設立会社・設立年度 成 長 要 因





































































































































びとの購買価値 (customers' value) を促す


























































































出所：関西学院大学総合研究室 『第 14 回カレッジ・コミュニティ調査基本報告書―われわれの大
学などをよりよく理解するために (XIV)―』 (2008 年 3 月)｡
備考：関西学院大学生 (神学部・文学部・社会学・法学部・経済学部・商学部・理工学部・総合
政策学部) を対象にした 2006 年 11 月時点の調査｡ 1 年生 (29.3％)､ 2 年生 (24.1％)､ 3 年






















りません｣ (複数回答可) である｡ 最も重視
されている ｢集団｣ は ｢家族｣ で全体の 68.8
％､ ついで ｢クラブ・サークルの仲間｣ (同
38.4％)､ ｢出身地・出身校を共通にする仲間｣





















く知ることなくして､ 起業 (家) 教育という
段階以前に ｢教育｣ そのもののあり方を問う

















































































































比率国立 公立 私立 国立 公立 私立 合計
北海道・東北 81 14 14 53 － 2 9 11 7.19%
関東 245 21 13 211 1 － 54 55 35.95%
中部 128 16 18 94 3 2 29 34 22.22%
近畿 157 15 19 123 2 － 26 28 18.30%
中国 51 5 10 36 － 2 7 9 5.88%
四国 16 5 3 8 1 － 2 3 1.96%
九州・沖縄 78 11 12 55 1 － 12 13 8.50%























｢コース｣､ ｢講座｣､ ｢講義｣ を実施している
大学を地域別､ あるいは国公私立別にとらえ
たのが第 3 表である15)｡ 起業家教育を実施し
ている大学の地域別の動向は､ 関東圏､ 近畿
圏や中部圏に顕著であることが理解できる｡








ではない｡ たとえば､ 県別でいえば､ 国立で
は埼玉県､ 長野県､ 京都府､ 香川県､ 福岡県
で実施されている｡ 公立では北海道､ 青森県､













































































































































5 ) 鄭賢淑前掲書､ 91～94 頁｡
6 ) 鄭前掲書､ 126 頁｡
7 ) David Kolbe は 1984 年に彼の実験的学習理論
を発表した｡ これは 4 つの段階から構成され
ている｡ 第 1段階は ｢具体的な経験｣､ 第 2 段
階は ｢内省的観察｣､ 第 3 段階は ｢抽象的概念
化｣､ 第 4 段階は ｢実際的実験｣ である｡ 人び
とは第 1 段階で具体的な経験をすることで
｢感じ｣､ 第 2 段階でその結果を内省的に観察
することで ｢じっくり見つめ｣､ 第 3 段階でそ
れを抽象的に概念化することで ｢考え｣､ 第 4




第 1 段階と第 2 段階の重なり､ つまり具体的
な経験とその内的観察は ｢感じ注意深く見る
こと｣ である ｢分岐・拡散｣ をもたらす｡ 第 3
段階とその前の第 2 段階の重なり､ つまり､
抽象的概念化と内的観察は ｢考えそして観察
すること｣ である ｢同化｣ をもたらす｡ 第 3
段階と第 4 段階の重なり､ つまり､ 実際的な
実験と抽象的な概念化は ｢考えそして実行す
る｣ という ｢収束｣ をもたらす｡ そして､ こ
れは第 1段階と第 4段階との重なり､ つまり､
具体的な経験と実際的な実験は ｢感じそして
実行する｣ という ｢適応・融通｣ をもたらす｡
このほかの組み合わせてとして､ 第 1 段階と
第 3 段階､ 第 2 段階と第 4 段階との相互作用
もある｡
8 ) Peter Senge は組織学習 (organizational
learning) についてより実践性の高い学習方









｢チーム学習｣ である｡ 学習組織では､ 個々人
が自分の考え方など明確に意識し､ それを深

















9 ) 野中郁次郎等は､ 日本企業を中心に企業にお
ける知識創造 (＝イノベーション) 過程を注
意深く観察して､ いわゆる SECI (Socializa-
tion, Externalization, Combination, Inter-
nalization) モデルを作り上げた｡ S とは
高等教育機関と起業家教育の課題 95
｢共同化｣ であり､ Eとは ｢表出化｣ であり､
C とは ｢連結化｣ であり､ I とは ｢内面化｣














ある Johanens Partanen は先にみた Kolbe






























11) 関西学院大学総合教育研究室 『第 14 回カレッ
ジ・コミュニティ調査基本報告書・われわれ
の大学をよりよく理解するために (XIV)』
(2008 年 3 月)｡
12) 磯部剛彦・高橋徳行 ｢起業活動の国際比較｣
『国民経済学雑誌』 (神戸大学)､ 196 (2)､
2007 年 11 月｡ GEM とは Global Entrepre-
neurship Monitor のことである｡
13) 同上｡

































2004 年で 4万 8000 人となっている｡
高等教育機関と起業家教育の課題 97
